作文中上級優勝

ヤン　ヴィダ　　　Jan Vida 　　　　　　　　　

私の好きなペット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独学　　　　　　　　　　　　　　　

Můj oblíbený domácí mazlíček                       　　　　　　　　samouk

私の好きなペット

この前田舎に小さい家を買った。空気が奇麗だし、風景が美しいし、自然がすぐ近くにあるし、おまけに広い庭までついている。これこそ気晴らしに一番ふさわしい所だと思っていた。だが大きい問題があることにすぐ気がついた。余計なペットもついてくるのだ。

一番早くきがついたのはクモのことだった。どの部屋にも、どの角にもちゃんと見てみれば必ずクモの巣が見つかる。でもおかしいことにはどこを見たってもクモそのものは一匹も見つからない。でもどこかに必ず隠れているはずだ。巣を取り除いてもまた必ずすぐできる。しかも恐ろしい早さで。大掃除をしている時は、全部家を奇麗にし終わっても、5分も経たない内にどこかで確実に新しい巣が見つかる。クモを駆除する薬を買おうと思ったけど店のおじさんには“クモならつぶして殺せばいい。それで充分だ。“と言われた。でも全く見つけられないクモをどうやってつぶすのだろうか。

鼠もたくさんいるみたいだ。棚に置かれたパンなどがよく噛まれていて周りに鼠のふんをよく見つける。夜になって静かになったら鼠の小さい足が台所の床をチャカチャカと走るのが聞こえる。これだけは我慢できないと思って、わなをたくさん買って家の中にあちこち置いておいた。おとりの餌はとても美味しくて高いチーズにして、残ったチーズを自分で食べるために棚に置いた。次の日、わなにチーズがない。わなはちゃんと働いたのに鼠はわなにはかかっていない。棚に置いたチーズもない。パンもない。何もない。残っているのは棚の上の大量のふんだけだ。

鼠の退治と言えば猫だと思っていた。うちには猫がいないけど家の周囲を何匹もよくうろついている。もし猫たちと仲よくすれば鼠の問題を解決してくれるだろうか。

次の日とりあえず一匹をなでてみようと思った。“おいで玉チャン”と誘いながら手を猫に伸ばした。返事がない。“こら、おいで”とまた手を少し伸ばした。返事はまだない。もう一回同じことをしてみた。やっと返事があった。猫は私の手を噛んで逃げた。機嫌が悪いのかなと思って他の猫ともその日仲よくなろうとした。噛まれたのは3回。引っ掻かれたのは4回。バラバラになった大好きなシャツ一枚。次の日クリームを買ってそれをおみやげにしてもう一度猫と友達なろうとした。結果は噛まれたのは4回。引っ掻かれたのも4回。バラバラになった大好きシャツ2枚目。もちろんすべてはクリームが飲まれたあとだ。

でも結局は何となく皆と一緒に平和な生活を送れるようになって来た。くもの巣を取り除くのを諦めた。鼠のために時々床にうまいチーズや甘いパンを置く。そうしたら、かわりに棚にある物を放っておいてくれる。そして猫にはあまり近づかない限り猫も私を襲ってこない。正に平和そのものだ。でもやっぱり考えざるを得ないことが一つだけある。ペットって言うのは本当は誰のことなのだろう。

